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本
田

伸
著

『
シ
リ
ー
ズ
藩
物
語

弘
前
藩
』

福
井

敏
隆

本
書
は
、
本
会
会
員
で
あ
る
本
田
伸
氏
（
青
森
県
立
郷
土
館
主
任
研
究
主
査
）
が
、

弘
前
藩
に
つ
い
て
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
版
元
の
現
代
書
館
で
は
江
戸
末

期
の
二
七
○
藩
に
つ
い
て
刊
行
を
計
画
し
て
い
る
よ
う
で
、
本
県
関
係
で
は
、
他
に

八
戸
藩
、
七
戸
藩
、
黒
石
藩
も
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
見
て
み
よ
う
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

弘
前
藩
物
語

第
一
章

弘
前
藩
の
誕
生

１

津
軽
家
の
独
立

２

領
域
の
確
定
と
初
期
の
藩
政

３

名
君
信
政
と
中
期
藩
政

第
二
章

弘
前
藩
の
領
内
支
配

１

家
臣
団
構
成
と
藩
士

２

弘
前
城
と
城
下
町
の
形
成

３

弘
前
藩
を
支
え
た
人
々

第
三
章

弘
前
藩
の
文
化
と
人
物

１

個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
の
諸
相

第
四
章

津
軽
に
生
き
る
人
々

１

領
内
の
統
制

２

都
市
の
生
活
・
村
の
生
活

３

民
衆
の
移
動
と
交
流

第
五
章

後
期
藩
政
と
北
方
警
備

１

宝
暦
改
革
と
学
問
・
芸
術

２

家
格
上
昇
と
黒
石
藩
の
成
立

３

藩
政
改
革
と
幕
末
維
新

エ
ピ
ロ
ー
グ

新
た
な
地
域
像
を
求
め
て

弘
前
藩
に
関
す
る
通
史
と
し
て
は
、
本
会
会
長
長
谷
川
成
一
氏
が
執
筆
し
た
『
日

本
歴
史
叢
書
○

弘
前
藩
』
（
吉
川
弘
文
館

二
○
○
四
年
三
月
刊
）
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
同
書
は
青
森
県
史
・
新
編
弘
前
市
史
・
新
青
森
市
史
の
編
纂
事
業
等

の
最
新
成
果
を
生
か
し
、
弘
前
藩
政
を
政
治
社
会
上
の
変
化
で
六
期
に
区
分
し
て
詳

述
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
田
氏
は
長
谷
川
氏
の
著
書
を
意
識
さ
れ
、
本
書
で
は
弘
前

藩
政
の
流
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
般
読
者
向
け
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
に
弘
前
藩

に
つ
い
て
の
啓
蒙
書
と
し
て
書
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
で
、

「
歴
史
の
流
れ
を
常
に
意
識
し
、
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
集
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

た
」
「
典
拠
は
出
来
る
だ
け
明
ら
か
に
し
、
歴
史
資
料
に
即
し
た
記
述
に
な
る
よ
う

心
が
け
た
」
と
記
し
て
い
る
。
第
一
章
と
第
五
章
は
政
治
の
流
れ
を
重
視
し
た
記
述

に
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
章
で
は
こ
の
方
針
は
貫
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

同
名
の
書
が
先
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
執
筆
に
際
し
て
は
苦
心
さ
れ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

本
書
の
構
成
上
の
特
徴
と
し
て
、
本
文
の
下
に
内
容
に
即
し
た
写
真
の
掲
載
が
多



－ 58 －

数
見
ら
れ
、
読
者
の
理
解
を
助
け
て
い
る
点
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絵
図
の

写
真
が
多
い
の
は
大
変
助
か
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
出
て
く
る
難
し
い
と
思
わ
れ
る

歴
史
用
語
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
本
文
の
下
に
注
記
が
あ
り
、
便
利
で
あ
る
。
他
藩

の
記
述
の
場
合
も
こ
う
な
の
か
は
評
者
は
わ
か
ら
な
い
が
、
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で

く
れ
る
読
者
に
と
っ
て
は
大
い
に
役
立
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
煩
雑
さ
を
い
と
わ
ず
に

こ
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る
現
代
書
館
の
編
集
方
針
に
も
敬
意
を
表
し
た
い
。

内
容
的
に
は
、
長
谷
川
氏
の
著
書
と
同
じ
く
青
森
県
史
・
新
編
弘
前
市
史
・
新
青

森
市
史
の
編
纂
事
業
等
の
成
果
が
大
い
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
読
者
に
と
っ
て
は
初

め
て
知
っ
た
こ
と
も
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
主
な
も
の
し
か
指
摘

出
来
な
い
が
、
左
に
列
挙
す
る
。

豊
臣
政
権
下
で
の
文
禄
・
慶
長
の
役
へ
の
藩
祖
津
軽
為
信
の
参
陣
に
つ
い
て
の
記

述
（
「
肥
前
名
護
屋
に
在
陣
」
）。

「
津
軽
屏
風
」
の
分
析
か
ら
為
信
の
関
ヶ
原
の
戦
い
へ
の
参
陣
に
つ
い
て
の
記
述

と
写
真
（
「
証
明
さ
れ
た
関
ヶ
原
参
陣
」
）。

川
越
石
太
郎
が
幕
末
に
筆
写
し
た
「
士
心
得
之
雑
記
」
か
ら
み
た
弘
前
藩
士
の
精

神
生
活
の
記
述
（
「
武
家
の
精
神
生
活
」
）。

天
変
地
異
か
ら
み
た
城
下
の
民
衆
の
動
揺
を
物
語
る
「
弘
前
に
津
波
が
来
る
と
い

う
流
言
」
の
記
述
（
「
津
波
を
恐
れ
る
人
々
」
）。

※
な
お
、
こ
の
項
の
最
後
に
、
平
尾
魯
僊
が
自
著
「
幽
府
新
論
」
の
刊
行
を
計
画

し
、
平
田
延
胤
（
銕
胤
の
子
）
に
評
論
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
「
日
食
・
月
食
」

を
凶
事
が
あ
る
天
の
戒
め
と
し
た
記
述
を
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
部
分
は

再
考
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
ア
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
お
り
、
国
学
の
保
守
的
な
学

問
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
見
直
す
記
述
が
あ
る
の
は
、
注
目
に
値
す
る
。

石
田
三
成
の
子
孫
が
弘
前
藩
に
代
々
仕
え
た
事
実
（
「
石
田
三
成
の
系
譜
」
）
。

津
軽
に
残
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
仏
像
群
を
論
じ
た
記
述
（
「
西
・
北
津
軽
の
ほ
と
け

た
ち
」
）。

成
分
に
阿
片
や
オ
ッ
ト
セ
イ
を
含
む
弘
前
藩
の
秘
薬
「
一
粒
金
丹
」
に
つ
い
て
の

記
述
（
「
評
判
取
っ
た
一
粒
金
丹
」
）。

民
衆
の
蝦
夷
地
と
の
交
流
を
物
語
る
記
述
や
民
衆
が
持
ち
帰
っ
た
蝦
夷
錦
の
写
真

（
「
松
前
稼
ぎ
」
や
「
蝦
夷
錦
が
来
た
道
」
）。

乳
井
貢
の
実
施
し
た
宝
暦
の
改
革
で
使
用
さ
れ
た
標
符
に
つ
い
て
の
記
述
と
写
真

（
「
標
符
の
発
行
と
乳
井
失
脚
」
）。

天
明
の
大
飢
饉
で
青
森
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
主
役
落
合
千
左
衛
門
（
ま
た
は
文

左
衛
門
）
の
墓
の
写
真
（
「
天
明
飢
饉
と
青
森
騒
動
」
）。

津
軽
の
国
学
者
と
平
田
篤
胤
家
（
銕
胤
が
当
主
）
が
、
今
で
言
う
通
信
教
育
で
結

び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
記
述
（
「
平
尾
魯
僊
と
鶴
舎
有
節
」
）。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
今
ま
で
の
通
史
で
は
語
ら
れ
る
事
が
な
か
っ
た
こ
と
が
多
く
、

本
書
が
そ
れ
ら
を
広
く
周
知
さ
せ
て
く
れ
た
事
は
「
弘
前
藩
」
に
つ
い
て
の
理
解
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
事
に
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
読
ん
で
み
て
い
く
つ
か
気
に
な
っ
た
点
が
あ
っ
た
の
で
そ
れ
を
指
摘
し

た
い
。
四
一
頁
に
「
（
野
本
）
道
元
が
信
政
に
仕
え
た
の
は
、
山
鹿
素
行
の
勧
め
に

よ
る
」
と
あ
る
の
は
、
時
間
的
に
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
素
行
の
没
年
は

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
で
、
道
元
の
弘
前
藩
召
し
抱
え
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）。

八
年
の
開
き
が
あ
る
。
道
元
は
浅
野
家
に
仕
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
「
素
行
日
記
」

か
ら
は
素
行
と
道
元
の
間
に
行
き
来
が
あ
っ
た
こ
と
は
読
み
取
れ
な
い
。

七
六
頁
に
「
満
天
姫
は
信
枚
と
の
間
に
一
男
（
黒
石
津
軽
家
の
祖
信
英
）
一
女
を

の
ぶ
ふ
さ
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儲
け
た
が
」
と
あ
る
が
、
信
英
は
二
代
藩
主
信
枚
と
側
室
法
蓮
院
と
の
間
に
生
ま
れ

て
お
り
、
満
天
姫
が
信
英
の
嫡
母
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
本
田
氏
の
勘
違
い
で
あ

ろ
う
。

七
八
頁
に
「
信
明
の
養
母
妙
詮
院
の
姪
に
当
た
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
貞
寿
院
」

の
間
違
い
で
あ
る
。
七
代
藩
主
信
寧
の
正
室
章
姫
（
貞
寿
院
）
は
川
越
藩
主
松
平
明

矩
の
娘
、
八
代
藩
主
信
明
の
正
室
喜
佐
姫
（
瑶
池
院
）
も
川
越
藩
主
松
平
朝
矩
の
娘

で
、
叔
母
と
姪
の
間
柄
に
な
る
。
信
明
は
信
寧
の
側
室
歌
木
（
妙
詮
院
）
の
子
で
あ

り
、
世
継
ぎ
と
な
っ
た
時
点
で
、
正
室
貞
寿
院
の
養
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
二
二
頁
に
石
場
家
住
宅
（
重
要
文
化
財
）
を
「
江
戸
中
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
の
ち
現
在
地
に
移
転
し
た
」
と
あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
移
転
し
た
の
か
記
述
が
な

い
。
石
場
家
は
移
転
し
て
現
在
地
に
建
て
直
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

一
七
三
頁
に
「
表
口
四
○
○
間
、
奥
行
一
五
○
間
の
建
物
が
、
八
月
中
に
で
き
あ

が
っ
た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
松
前
詰
合
日
記
』
の
読
み
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
文

化
四
年
（
一
八
○
七
）
の
エ
ト
ロ
フ
事
件
に
よ
り
弘
前
藩
が
蝦
夷
地
警
備
の
た
め
、

北
海
道
斜
里
町
で
越
冬
し
多
数
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
と
き

三
六
坪
の
上
長
屋
、
三
○
坪
の
中
長
屋
と
下
長
屋
な
ど
を
建
て
て
い
る
。
「
表
口
四

○
○
間
、
奥
行
一
五
○
間
」
は
こ
れ
ら
の
建
物
を
建
て
た
敷
地
の
広
さ
で
あ
る
。

細
か
い
と
こ
ろ
で
い
く
つ
か
勘
違
い
や
間
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
本
書
は
「
弘
前

藩
」
を
学
ぶ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
多
く
の
人
々
に
読
ん
で
頂
き
た
い
書
で
あ
る
と
思
う
。

評
者
の
方
に
も
勘
違
い
や
間
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ご
寛
恕
を
願
え
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、
現
代
書
館
出
版
、
二
○
○
八
年
七
月
刊
、
一
六
○
○
円
＋
税
）

（
ふ
く
い
・
と
し
た
か

青
森
県
立
弘
前
南
高
等
学
校
教
諭
）

八
戸
市
史
編
纂
委
員
会
編

『
新
編
八
戸
市
史

近
現
代
資
料
編
Ⅱ
』

竹
村

俊
哉

本
書
は
、
近
代
化
の
基
盤
作
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
明
治
期
に
お
け
る
八
戸
地
域
の

く
ら
し
や
生
活
、
地
域
産
業
、
政
治
、
社
会
資
本
、
教
育
等
の
分
野
の
諸
様
相
を
紹

介
し
た
『
新
編
八
戸
市
史
近
現
代
資
料
編
Ⅰ
』
（
二
〇
〇
七
年
）
の
続
編
で
、
明
治

末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
八
戸
地
域
に
関
わ
る
史
資
料
を
収
録
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章

大
正
期
の
生
活

概
説

凶
作
と
大
火
、
二
大
災
難
を
た
く
ま
し
く
乗
り
越
え
る

第
一
節

凶
作

第
二
節

八
戸
大
火

第
三
節

人
々
の
生
活
の
変
化

第
四
節

祭
り
と
観
光
振
興

ト
ピ
ッ
ク
ス

八
戸
大
火
と
人
々
～
松
友
会
誌
か
ら
見
る
大
火
の
復
興

第
二
章

文
化
の
興
隆
と
実
業
教
育
の
進
展

概
説

北
方
日
本
の
小
さ
な
町
で
生
ま
れ
た
独
創
的
な
雑
誌
『
東
北
実
業
評

論
』
と
社
会
教
育

第
一
節

明
治
か
ら
大
正
へ
の
文
化
活
動
の
動
き

第
二
節

教
育
の
拡
充


